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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ABAI 参加記＞ 

第46回ABAIオンライン大会に参加して 

杉山 尚子 

（星槎大学大学院） 

 

 

1975 年以来、毎年 5 月の末、米国の祝日

メモリアル・デイにかけて行われてきた国際

行動分析学会（ ABAI ）年次大会も、

COVID-19 感染拡大防止のためオンライン

での開催が決定したとの通知が届いたのは、

緊急事態宣言のさなかの 4 月 23 日のことで

あった。本年は 2004 年のボストン大会以来

16 年ぶりに東海岸で開催されることも楽し

みのひとつであり、予想されたこととはいえ

心底落胆した。 

 オンライン大会は、予定されていた開催地

ワシントンDCがある米国東部時間で運営さ

れる。したがって、日本との時差は 13 時間。

開会式は東部時間で 5 月 23 日（土）８時開

始であり、日本では同日 21 時にあたる。こ

の日は Zoom を使ったゼミ（ゼミ生は全国各

地の社会人で週末の夜にゼミを実施）の時間

を 1 時間繰り上げ、ゼミ終了後、ただちに画

面を ABAI の開会式に切り替えた。しかし、

夜も更けてくるとだんだんと眠くなる。そう

か、web セミナーなので、質問しないかぎり

は自分の姿は画面に映るまい。そこで、パジ

ャマに着替えベッドの中で iPad で視聴する

ことを思いつき実行。以後、翌朝８時まで夜

通し続くセッションのほとんどは、ベッドの

中でパジャマ姿で聞くことにした。 

 しかし、聞きたい時間にアラームをセット

はするも、寝落ちして聞き逃した真夜中のセ

ッションは数知れず。その結果、リアルタイ

ムのチャットが要求されるポスターセショ

ンと眠気も吹き飛ぶようなセッションを除

けば、心身の健康のためにも、あらかじめ予

定されていたオンデマンド視聴に頼ること

にした。ちなみに眠気が吹き飛んだセッショ

ンの第一は、Alan Kazdin による会長招待講

演 「 Treating Antisocial Behaviors Among 

Children and Adolescents: From Behavior to 

Social Context」である。 

 

１. オンライン大会／オンデマンド視聴の功罪 

１）同一時間帯の複数のセッションに参加できる 

 年次大会は、日本時間で 5 月 25 日（月）7

時〜7 時 50 分の新会長に就任した Erin 

Rasmussen (アイダホ州立大学)による会長

講演で終結した（リアルタムで視聴）。しか

し、ABAI はあらかじめ 6 月 1 日までオンデ

マンド視聴を提供しており、寝落ちしたり、

時間が重なって参加できなかったセッショ

ンをリストアップし、昼間の隙間時間に視聴

する。近年の ABAI 年次大会は世界 50 カ国

から 5,000 名が参加する規模であり、1〜3

つの建物を使用し、2019 年度に用意された

発表会場は約 50 室。多数の会場で同時並行

でセッションが進行するから、発表者（の有

名度）と発表要旨を頼りに、いずれか１つを

選択する。時には選択の失敗もあり、途中で

会場を移りたいと思いながら、３つの建物、

50 の会場であるから、あまりに遠方で断念

することも少なくない。しかし、オンライン

視聴では、選択の失敗をすぐに取り戻せるこ

とである。すぐに他のセッションに切り替え

も容易であり、オンデマンドであればせっか
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くだから最後まで聞いて、他のセッションも

視聴し放題である。同一時間帯の複数のセッ

ションを聞けることが、オンライン大会の最

大の効用であろう。 

 

２）停止と再生の繰り返し 

また、非英語話者にとっての恩恵は、オン

デマンドで視聴すれば聞き取れない部分を

聞き直すことができる点である。同時に、ス

ライドに意味がわからない重要そうな単語

がある場合、いったん動画を止めて、ゆっく

りと辞書を引くことができる。 

３）スライドの見にくさ 

 オンランイン大会でもっとも”イライラ”を

感じたのは、スライドである。文字が多すぎ、

その結果、文字が小さすぎ、読めないスライ

ドがあまりに多い。私はふだんから院生に対

して、「聞き手ファーフト 、読み手ファー

スト」をモットーに、スライドとポスター作

成、論文執筆は厳しく指導する。おかげさま

で、昨年度の j-ABA 大会では、多くの参加者

からポスターがわかりやすいとお褒めに預

かった。翻って、今回見たスライドは、私の

学生であれば一見で突き返すレベルのもの

がかなりあった。1990 年代だったと思うが、

ABAI でスライド作成の手引きのようなもの

を見たことがあるが、その努力は全く活かさ

れていないようである。 

４）冊子体のプログラムの消滅 

ABAI はかなり以前からスマートフォン

やタブレットで検索できるプログラムを配

信しており、私も便利に使っているが、冊子

体プログラムにも利点はある。しかし、オン

ライン大会決定とともに冊子体プログラム

は廃止された。オンライン配信では数年前か

ら、プログラムの全貌を電子的に見ることが

できなくなっており、冊子体の廃止とあいま

って大変不便を感じた。オンデマンド視聴の

ためには、プログラム全体を見渡せる方が便

利である。また、1984 年大会から参加して

いる私はすべての冊子体プログラムを保管

しており（写真１）、そのコレクションに欠

落が生じたのは実に残念である。 

 

 

写真１ ABAI のプログラム（1984-2019） 

 

５）情報交換行動の自発 

 6 月 1 日までオンデマンド視聴ができると

いうことは（実際は視聴可能期間は複数回に

わたり延長された）、実質的に会期が 10 日

間になったようなもので、情報交換行動の自

発頻度が増える結果となった。要するに、参

加したセッションで面白かったものをメー

ルで他人に伝えるタクトの多発である。そし

て聞き手にとってそのタクトは、新たな視聴

行動の先行刺激となる。おそらく、通常大会

でのタクトはその場での言語的な般性好子

で強化されるのに対し、オンライン大会では

相手の行動変容という好子も生まれる可能

性があるからであろう。 

 

２．振り返りミーティングとバーチャル LBS 

 情報交換タクトの自発の結果生まれたの

が、Zoom による振り返りミーティングであ

る。このタクトは私のかつての教え子である

林裕介さん（ペンシルヴァニア州立大学准教

授）との間で自発されることが多かった。そ

こで林さんは毎年ABAIで顔を合わせるメン

バーに呼びかけ、オンデマンド視聴期限が切

れる前に情報交換会を行い、聞き逃した素晴

らしいセッションを視聴する先行刺激にし

ようと提案された。日本、米国の東部と西部

地域居住者が参加のため、時差を勘案した結
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果、日本時間で 5 月 28 日（木）午前 11 時開

始（米国東部で 27 日午後 10 時、西部で午後

7時）とし、日本からは石井拓さん（和歌山

県立医科大学）、竹島浩司さん（株式会社エ

ルチェ）、松田こずえさん（チルドレンセン

ター）、浦元まりさん（チルドレンセンター）、

杉山、東海岸からネッポ香織さん（カペラ大

学）、林裕介さん、西海岸から久留宮由貴江

さん（行動コンサルタント）が参加した。 

 この席で私を含めほとんどの方が推奨し

たのは Alan Kazdin による会長招待講演で

あった。ABA の大御所がだんだんいなくな

る現在、このような有名人が、社会的に重要

な領域で高い成果をあげている様子を、大変

な”熱量（林さん語録）”で語られたのには心

を動かされた。Kazdin といえば、それまでは、

大学院生の頃に読んで大変勉強になった

Behavior modification in applied settings 

(Kazdin,1980) と Single-case research designs 

(Kazdin, 1982)との著者という認識しかなく、

「80 歳は超えている、もしかすると 90 歳近

いかも」と考える中、石井さんがすぐにネッ

ト検索し、「75 歳です」と冷静に報告した時

は全員が驚愕した。つまり、30 代であの本を

書いたのである。なお、会長講演、Per Holth

の「Multiple Exemplar Training: Illustrations, 

Limitations, and Preliminary Guidelines 」、

Anthony Biglan の「The Nurture Consilience: 

Evolving Societies That Work for Everyone」も

私の推しである。 

 この情報交換会は視聴の先行刺激となっ

ただけではなく、予想外の発表を推す方もあ

り、その意味でも大変面白く有意義であった。

また、シンポジウムで話題提供された松田さ

んからは、発表中にリアルタイムで行われた

ABAI（とおそらくエージェンシー）のプロ

フェッショナルな技術的サポートへの賞賛

が語られた。 

  

ところで、ABAI に欠かせないものは、Local 

Beer Special Interest Group（LBS または

Beer SIG）である（杉山, 2009; 山本, 2010）。

毎年、LBS の幹事をつとめてくださる林裕介

さんは、今年は Zoom による LBS を提案さ

れ、この振り返りミーティングも、クラフト

ビールを楽しみながら行われたことは言う

までもない（写真２）。 

 

 

写真２ 振り返りミーティング 

 

３．最後に 

同一時間帯の発表が視聴可能なこと、視聴

の先行刺激となる振り返りができることな

ど、オンラインならびにオンデマンドならで

はの利点も十分感じられる大会であった。し

かし、会期後、ABAI から送られたサーベイ

に、「次年度のサンフランシスコ大会をオン

ライン開催することの是非」の項目があり、

それには速攻で「オンサイト希望」で回答し

た。やはり、ABAI は人との出会いも大切な

のである。 

 

引用文献 

Kazdin, A. E. (1980) Behavior modification in 

applied settings, 2nd ed. Long Grove, IL: 

Waveland Press.   
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜ABAI/SQAB 参加記＞ 

ABAIオンライン年次大会に参加して 

髙野 愛子 

（法政大学） 

 

 

この度、「日本在住学生会員の ABAI／

SQAB 参加に対する助成」を賜りまして、５

月 21 日から 25 日に開催されました第 46 回

ABAI 年次大会でポスター発表をさせて頂き

ました。本来はワシントン D.C.で開催される

はずでしたが、新型コロナウイルスの世界的

流行に伴い、全会オンライン開催となりまし

た。アメリカ観光に行けなかったのは少し残

念でしたが、自宅に居ながらスケジュールの

調整をせずに学会に参加できたのはとても

ラッキーだったと思います。また、プログラ

ムによってはビデオ録画したものを後から

閲覧できるなど、世界中の人々がより負担な

く参加しやすくなるような工夫が各所に為

されていました（とはいえ、私が参加したポ

スターセッションはリアルタイムでしたが

……笑）。 

ポスターセッションはチャットで行われ、

アブストラクトと事前にアップロードした

PDF ポスター（急に「２週間後までにポス

ターのファイルを提出せよ」とメールが来た

ときは焦りました……）をオーディエンスが

閲覧し、適宜発表者にメッセージを送信して

質問するという形式でした。発表者はいつメ

ッセージを受け取っても即座に対応できる

よう、自身のページを開いたまま待機せよと

のことで、私も午前 3 時から 4 時（日本時間）

の間、パソコンの前で目をこすりながらスタ

ンバイしていました。 

私は“Variables facilitating defusion fr-

om the contextual control of the rock-pa

per-scissors game”と題して発表を行った

のですが、オーディエンスの方に優しく温か

いメッセージを頂けたのがとても嬉しく、大

変楽しい時間を過ごすことができました。一

方で、頂いたメッセージにすぐに返信したい

のにタイピングが追いつかず、まごついてい

る間に「面白い発表ありがとう！じゃあ

ね！」とオーディエンスの方が去って行って

しまうこともあり、「もっとお話したかった

のに……」と自身の英語力の未熟さとタイピ

ングの遅さに歯痒さも感じました。私の場合

訪問して下さった方は責任在席時間の１時

間で３人ほどでしたが、人気のあるポスター

ではおそらく複数人から引っ切りなしに質

問攻めに合っていたのではないでしょうか。

別々の内容のメッセージを同時に捌ききる

のはきっと大変だろうと思いつつ、多くの人

に興味を持って頂けるのはとても光栄なこ

とですので、私もそのような素敵な発表に少

しでも近づけるよう努力を重ねていきたい

と思いました。 

国際学会に興味を持っている学生の皆さ

まに、拙文が少しでも参考になれば幸いです。

最後になりますが、今回の ABAI 参加にあた

り、「日本在住学生会員の ABAI／SQAB 参

加に対する助成」の対象者にご選考下さいま

したことに、この場を借りて心より御礼申し

上げます。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜自著を語る＞ 

 

『3ステップで行動問題を解決するハンドブック：小中学

校で役立つ応用行動分析学』 

大久保 賢一 

（畿央大学） 

 

もう 1 年以上前になるのですが、「3 ステップ

で行動問題を解決するハンドブック」という本

を出版しました。内容は、大きく第 1 章「望ま

しい行動を育てる」、第 2 章「問題となる行動

を解決する」、第 3 章「行動支援の成果を広げ

て定着させる」に分かれており、それぞれに「3

ステップ」（第 3 章はなぜか 2 ステップ・・・）

を設定して、実践を行う上での方略について順

序立てて検討できるような構成になっています。 

 

 

ちなみに第 1 章「望ましい行動を育てる」

は･･･ 

 

第 2 章「問題となる行動を解決する」は･･･ 

 

第3章「行動支援の成果を広げて定着させる」

は･･･ 

 

･･･といった内容になっています。 
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また第 4 章においては、「おしゃべりをやめ

てくれない」（ABC 分析）、「学校に行けなくな

った」（シェイピング）、「係活動に取り組んでく

れない」（課題分析とトークンエコノミー）、「手

伝わなければやらない」（プロンプト）、「クラス

メイトとのトラブルが絶えない」（「要求」の機

能を持つ行動に対する支援）、「不安なことから

すぐに逃げる」（「逃避」の機能を持つ行動に対

する支援）、「クラス全体が落ち着かない」（学級

規模の支援）といった事例に対して、1 章から

3 章で扱った内容を応用して解決するというス

トーリーが描かれています。 

 

この本の読者として想定しているのは、小学

校の通常学級の担任の先生方ですが、特別支援

学級や特別支援学校の先生方にもお役立ていた

だける内容であると思います。また、福祉関係

者の方々や親御さんにもご活用いただける内容

であると思います。 

 

 

本を執筆する上で心がけたのは、「とにかくわ

かりやすくする」、「そういうのあるある！とい

うリアリティを持たせる」、「現場で奮闘してい

る方々に『これならできそう！』『ちょっと明日

からやってみようかな』と思っていただける内

容にする」ということでした。 

その試みが達成されているかどうかは、読者

の皆さまの判断に委ねたいと思いますが、「わか

りやすさ」を重視するあまり用語や概念の学問

的な厳密性が損なわれている部分があるかもし

れません。ご批判は甘んじて受け入れたいと思

います m(_ _)m 

 

この記事を書くにあたり久しぶりに Amazon

でこの本を検索してみたのですが、発売後 1 年

以上を経過しているにも関わらず、Amazon の

売れ筋ランキング（2020/07/9）で「生徒指導」

カテゴリーで 8 位にランクインしていました！ 

お買い上げくださった皆さま、本当にありが

とうございました。感想など Amazon レビュー

に書いていただければさらに嬉しいです。 
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜自著ではないけど語る＞ 

『教えて！ラス・ハリス先生 ACTがわかるQ&A―セ

ラピストのためのつまずきポイントガイド―』 

大屋 藍子 

（同志社大学） 

図 1.『教えて！ラス・ハリス先生 ACT がわかる Q&A』 

（Harris，2018 武藤監修 大屋・茂本・嶋監訳 2020）。 

 

本書は，”ACT Questions & Answers: A 

Practitioner’s Guide to 150 Common Sticking 

Points in Acceptance & Commitment Thera-

py”（Harris, 2018）の邦訳書である（図 1）。

アクセプタンス＆コミットメント・セラピー

（Acceptance & Commitment Therapy: 以下

ACT とする）の実践家がセラピーに行き詰まっ

たときに生じる疑問が挙げられ，それに著者の

Russ Harris 氏が回答する形式の専門家向け書

籍である。Harris 氏は，ACT のトレーナーと

して国際的に活躍している医師・心理療法家で

ある。邦訳書も多数出版されている。Harris 氏

の解説はとても分かりやすく（初めて Harris

氏の書籍に接する読者には『よくわかる ACT』

（Harris, 2009 武藤監訳 2012）がオススメ），

本書も実践家の先生方の役に立てれば大変有難

い。 

言わずもがな，ACT は行動分析学の研究成果

に基づいて開発されたセラピーである（例えば

Hayes, Brownstein, Zettle, Rosenfarb, & 

Korn, 1986）。対人援助では，しばしば，不適

応的な問題行動を強化せず，適応的な目標行動

を強化する分化強化が実施される。同様に，

ACT では環境への感受性を失った非柔軟な回

避行動を問題とし，そうした行動を強化せず，

その一方で環境へ適応する目標行動を強化する

分化強化を実施する。そして，自分らしい生き

方という観点から，目標行動が強化される随伴

性をルール（ACT では価値と呼ぶ）として記述

し，行動を形成する際に確立操作として活用す

る。本書も，第 5 章で機能分析を扱っている他，

随所に上記のような行動分析学の概念が散りば

められている。この中で，全体を通して Harris

氏が使用する「チョイスポイント」というツー

ルが，かなりシンプルで説明しやすいため，本

欄で共有したい。 
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チョイスポイントとは，狭義には問題行動と

目標行動を選択する際の岐路を示す（図 2）。ク

ライエントとのセッションにおいては，問題行

動が生じている先行事象（状況，考えや気持ち）

を特定し，そのときに取ってしまう問題行動を

左側（逸れる，原書では Away）に記述する。

そして，私達が問題行動を取ってしまうのは，

先行事象に引っかかってしまう，釣られてしま

っている（Hooked）からだとクライエントに伝

える。個人的には，そのように伝えることで，

行動が環境との相互作用で生じているニュアン

スが伝わりやすいのではないかと思う。同時に，

目標行動を明確にし，右側（進む，原書では

Towards）に記述する。そして，同じ先行事象

であっても，釣られてしまう自分を事象から「は

ずす」（Unhooked）ことができれば目標行動を

実行しやすくなることを伝え，「はずす」スキル

の形成を目指す。「はずす」スキルの中には，対

言語刺激も含んだ刺激統制や，強化的な結果事

象の確認などが挙げられる。さらに，価値を確

立操作として用いれば，より目標行動を実行し

やすくなる。つまり，分化強化の概念をシンプ

ルに図示したものがチョイスポイントと考える

ことが可能なのである。 

例えば，新型コロナ感染症の拡大ですっかり

在宅勤務が板についた私にとって，どのように

運動習慣を維持するかが課題であるが，いざ決

めた時間が来ると「今日は忙しい気がする」「明

日の天気の方が走るのに相応しい気がする」「昨

日の歩数で十分だった気がする」といった言語

行動が生じる。これがチョイスポイントを生み

出す状況であろう。この状況に引っかかってし

まうと，家で○ulu の海外ドラマを見続けてし

まう。これが問題行動＝目標行動を形成する方

向から逸れた状態である。それに対し，ジョギ

ング用のウェアを事前に準備していたり，アラ

ームをつけていたり，走った後他者に報告する

約束を思い出すことで，私は（走りたいかどう

かは置いておいて）外へ走りに出かけることが

できる。これが目標行動を形成する方向へ進ん

でいる状態である。理想的には，走れば身体が

スッキリすることなんかも自覚すれば，行動が

持続する可能性が高まる。お恥ずかしいのでこ

れらを図 2 に書き足さないが，実際には矢印の

左やら右やらに随時書き加えながら，行動や操

作を視覚化する。実践家はこれをクライエント

と共有し，クライエントの行動パターンを示す

ことができる。機能分析・心理教育・行動変容，

セラピーのどのプロセスにも活用できる。 

このシンプルなツールは，繰り返す問題行動

パターンや目標行動を促進するアイデアを図に

沿って書き加えていくだけのものなので，行動

分析学の登り口から入っていない ACT 実践家

でも使用しやすいと考えられる。ただしこのテ

ンプレートが万能というわけではないし，いか

なるツールも原理を理解してこそ使いこなせる

ものだろう。本書でも，ハリス氏がさらっと「機

能分析をせずにチョイスポイントを使うことは

不可能」と明言している（Harris, 2018 武藤監

修 大屋・茂本・嶋監訳 2020, p109）。そうい

うわけで，登り口は違っても，本書を手にとっ

てくれた ACT 実践家の方が「うーん，もうち

ょっとかゆいところに手が届くようになりた

い！」「がっつり知りたい！」と思ってくれて，

図 2. チョイスポイント（Harris（2018 武藤監修 大屋・

茂本・嶋監訳 2020））を手描きで示す。セッション中思いつ

いたときに手描きで示すことができる。 



The Japanese Association for Behavior Analysis Newsletter, No. 98 

11 

行動分析学の登山道に合流してくれたら，そう

やって行動分析学の仲間が増えてくれたら嬉し

い。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜Zoom飲み会＞ 

みなさん、どんな風に行動分析学を 

教えているんですか？ 

大久保 賢一 

（畿央大学） 

 

 

 

 

「皆さんはどんな風に行動分析学を教えてい

るんですか？」 

きっかけはとあるオンライン掲示板における

A の書き込みであった。何人かのメンバーがそ

の書き込みにレスポンスしたが、結論としては

とにかくこの年に流行した「オンライン飲み会」

を開こうということになった。「マジメに議論し

たい者」、「とにかく何かおしゃべりしたい者」、

「とにかく酒が飲みたい者」、皆のニーズを満た

すことができるはずである。 

当日約束の時間になり、最初にログインした

のは B であった。しかし B が見た Zoom の画面

には風呂上がりの自分の顔が映っているだけ。

時間通りに全員がそろっているとは思ってはい

なかったものの、まさか自分一人であるとは思

っていなかった B は、とりあえず Twitter に

これは「Zoom 飲み会」のイメージ画像です。記事内容が事実であるのかフィク

ションであるのかについては、読者のご想像にお任せします(^^;) 
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「Zoom 飲み会誰もおらんやんけ！」と呟いた。

そしてしばらく雑用を片づけながら他のメンバ

ーのログインを待つことにした。 

10 分ほど経ち、C が入ってきた。 

「B ちゃん久しぶり～！広島の学会で一緒に

飲んだとき以来だね！」 

C のテンションは基本的にいつも高い。 

「いやあ、あの時は、俺、次の日の朝一でシ

ンポジウムがあったのに、C くんが強引に明け

方まで付き合わせるから･･･」 

「何言ってるの！B ちゃんも楽しそうにして

たやん！」 

C はログイン早々既に酔っているようにみえ

たが、まあいつものことである。世間話をして

いると A と D と E も加わり、予定より 30 分ほ

ど遅れて宴は始まった。 

 

まずは簡単な挨拶や世間話などで幕を開けた。

「p 値ハッキング」や「プレレジ」の話題など、

いかにも最近の心理学者っぽい話題についても

触れられたが、このような場では人の噂話で盛

り上がるものと相場が決まっている。この集い

もその例外ではなかった。その流れの中でカリ

キュラムの話題になり、「皆さんはどんな風に行

動分析学を教えているんですか？」という本来

のトピックに軌道修正されることになった。 

 

以下、誰の発言であるかは省略。 

 

「公認心理師のカリキュラムでは、『学習・言

語』でくくるじゃない？え、そこを一緒にする

の？みたいな」 

「いやあ、そもそも学部教育でどこまでを求

めるかによりますよね～」 

「うちの学部なんて、自分以外の教員の専門

が〇〇なもんで、まあ学生が混乱しちゃって混

乱しちゃって･･･」 

「ひええ」 

「やっぱり現場で少しでも役に立つことを教

えてあげたいとは思うよね」 

「それは教員養成課程も同じですね」 

「じゃあ一体何が『役に立つ』のかってとこ

ろが問題になりますね」 

「実際の実践・臨床に関わる技術的なことは

最低限教えておいた方がいいとは思うけど、科

学的な知見も含めて教えるべきかどうかという

ところは正直悩ましいところ」 

「その場合の『科学的』っていうのは、査読

付きの論文があるって意味？」 

「それもあるけど、科学的な原理原則を知っ

ておかないと対象者に合わせて手続きを微調整

したり、結果に応じて手続きを修正したりする

ことが難しくなるじゃないですか」 

「そもそも行動分析学の中で応用やってる人

って、どこまで基礎の研究知見をフォローして

いるんだろうか？」 

「まあ教科書レベルの原理原則は勉強してる

だろうけど、『最新の知見』と言われればほとん

どの人がフォローできていないでしょうね。基

礎と応用の断裂とまではいわなくても、密接に

リンクしているともいえないかも」 

「やっぱり心理師や教員の養成課程において

は、手続き論的な内容だけではなく、概論的な

内容も必要であるような気はしますね」 

「ちょっと話は逸れるんですけど、自分はそ

もそも養成課程で一通り教えようとすること自

体が幻想だと思うんですよ。現場で身につけな

いと無理なことなんてたくさんありますよ」 

「もちろん心理師にせよ教員にせよ、その職

責の本来の機能が発揮されるためには養成課

程・現職研修・職場環境の全てを考慮に入れる

必要があって、本来はその全体をきちんと構想

してからその一部分である養成課程の話をしな

いといけないんでしょうね」 

「例えば SWPBS とかはその『全体』を構想

したモデルであって、現職研修や職場環境の随

伴性にもかなり着目していますね」 

「行動分析家はすぐに『随伴性』って言いた

がるな！」 

「まあ概論的な知識も必要だとは思うんです
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けど、とりあえず養成課程では『独立変数を操

作して対象の行動を変える』という経験は絶対

に必要だと思うんですよね」 

「なるほど。そういう意味では例えば動物実

験とかは学部のうちから経験しておいて欲しい

よね」 

「子ども対象の臨床でもそうですよ。『〇〇し

たからこうなった』と行動の原因を自分を含め

た環境に帰属できるようになるのは大きいです。

失敗したときも子どものせいにせずに済む」 

・ 

・ 

・ 

・ 

「いやあ、もう結構いい時間になりましたね

ー。そういえば某先生は『あらゆる心理学は全

て行動分析学で説明できる』とどこかに書いて

いたような気がするけど、『行動分析学だけ教え

ていれば OK』とはまあならないだろうな

あ･･･」 

 

 

既に 4 時間近くが経過していた。そろそろ締

めに入ろうかという空気が流れ出し、各々が感

想や反省を口にし始めた。あくまで「オンライ

ン飲み会」として各々が好き勝手に語り合う会

であったため、系統的な議論が積み重ねられた

とは言い難いが、皆それぞれに好きなことを言

い合うことができ、そのことに各自満足そうな

様子であった。 

研究者であるのか実践家であるのか、あるい

は研究者の中でも基礎研究を専門とするのか応

用研究を専門とするのか、具体的な専門テーマ

は何か、実践や研究の主なフィールドがどこで

あるのか、などといった参加者の立場によって

「どんな風に行動分析学を教えているのか」と

いうテーマに対する解が様々であるらしいこと

は十分に確認できたと思われた。 

 

C は「いやあ、なんか 1 人でめっちゃ喋って

ごめんね！おしゃべりクソ野郎なんでｗ」と明

るく自虐した。「いやいや、そんなことないよ！

それにしても今日は楽しかったですね！」など

とフォローするのが社会的妥当性の高い反応で

あると思われたが、夜も更け疲れているせいか

誰もそのような反応を自発することはなかった。 

 

最後に A が一言。「寝るぞ、諸君！」 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記 

  

COVID-19 の影響で、様々な学会や研究会、

講演会などがオンラインで行われるようにな

りました。ソーシャルディスタンスが叫ばれ、

距離が離れて不便なこともありつつも、世界

中の普段は聞けないような先生方の講義にア

クセスできたり、Zoom 飲み会続きで以前より

高頻度で顔を合わせてみたり（笑）と、遠か

ったものが近くなる現象も生じているのが興

味深いです。ご時世に合わせて学習やコミュ

ニケーションの新たなレパートリーを模索す

る日々は続きそうですね。行動分析学会につ

いても、中止ではなく、オンラインでの開催

を獅子奮迅の取り組みで実現してくださった

先生方に心から敬意を表するとともに深く感

謝申し上げます。より安全で快適で、何より

も楽しいコミュニティとして発展するために、

今までの枠にとらわれない斬新なアイディア

を集めて乗り越えていけたらと願います。 

 

さて、このニューズレターは次号で記念す

べき 100 号になります！！古き良き時代を振

り返りつつ、新たな時代を共に生きるみなさ

んの熱き原稿をお待ちしています。

  （A.K） 

 

 

Ｊ-ABAニューズ編集部よりお願い 

● ニューズレターに掲載する様々な記事を、会員の皆様から募集しています。書評、研究室紹

介、施設・組織紹介、用語についての意見、求人情報、イベントや企画の案内、ギャクやジ

ョーク、その他まじめな討論など、行動分析学研究にはもったいなくて載せられない記事を

期待します。原稿はテキストファイル形式で電子メールの添付ファイルにて、下記のニュー

ズレター編集部宛にお送りください。掲載の可否については、編集部において決定します。 

● ニューズレターに掲載された記事の著作権は、日本行動分析学会に帰属し、日本行動分析学

会ウェブサイトで公開します。 
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